
円融寺の角を曲がって
川沿いに進む

▲

▲

▲

▲

▲

▲

安土
駅

西の湖

琵琶
湖線

大津能登川長浜線

梅の川

浄厳院

沙沙貴神社

安土城跡

旧伊庭家
住宅

安土城天主信長の館
文芸セミナリヨ

文芸の郷レストラン

滋賀県立安土城考古博物館

511

201

2

198

常浜水辺公園

常楽寺

下豊浦北

199

織田信長公像織田信長公像

安土城天主信長の館
文芸セミナリヨ

文芸の郷レストラン

滋賀県立安土城考古博物館

常浜水辺公園

▲

▲

▲

▲

▲

▲

北川湧水
スタート
ゴール

加賀団地口
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近
江
八
幡
市
安
土
町
と
い
え
ば
、
戦
国
時
代

の
英
雄
「
織
田
信
長
」
ゆ
か
り
の
町
。
信
長
は
、

天
下
統
一
の
拠
点
と
し
て
、
１
５
７
６
年
（
天

正
４
年
）
か
ら
城
と
城
下
町
を
築
き
始
め
ま
し

た
。し
か
し
、天
主
の
完
成
か
ら
わ
ず
か
3
年
、

1
5
8
2
年
（
天
正
10
年
）
の
本
能
寺
の
変

で
信
長
は
倒
れ
、
天
主
や
そ
の
周
辺
の
建
物
も

同
年
に
焼
失
。地
上
か
ら
姿
を
消
し
た
の
で
す
。

　
イ
キ
イ
キ
ス
タ
イ
リ
ン
グ
第
４
回
は
、
明
智

光
秀
と
と
も
に
再
注
目
さ
れ
る
安
土
町
を
訪
ね

ま
し
た
。
水
辺
や
街
並
み
に
歴
史
の
余
韻
を
楽

し
む
散
策
コ
ー
ス
と
、
人
と
文
化
、
歴
史
の
交

流
す
る
場
所
「
安
土
文
芸
の
郷
」
や
「
安
土
城

天
主 

信
長
の
館
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
安
土
駅
前

「
織
田
信
長
公
像
」の

前
か
ら
出
発

　
安
土
駅
の
目
印
は
、
安
土
城
の
天
主
閣
を
モ

チ
ー
フ
に
、
朱
色
を
配
し
た
八
角
形
の
塔
。
町

め
ぐ
り
は
こ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
は
じ
め
て
安
土
町
を
訪
れ
る
方
は
ま
ず
駅

舎
内
の
観
光
案
内
所
を
訪
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

観
光
相
談
に
も
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
探
せ
な
い
地
元
な
ら
で
は

の
情
報
と
出
会
え

る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
駅
前
に
は
、

織
田
信
長
公
像
が

建
っ
て
い
ま
す
。

天
下
統
一
の
拠
点

と
な
る
安
土
城
の

築
城
を
指
図
し
て

い
る
姿
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

StylingStylingVol.4

●●●●イキイキ
み ん な で シ ェ ア す るみ ん な で シ ェ ア す る

近江八幡市近江八幡市 安土町
界隈

距離：4.2km
所要時間：約52分
歩数：6000歩
消費カロリー：140kcal
あんころ餅1個分

ウォーキングの目安

織田信長公像

約
４
４
０
年
前
、織
田
信
長
や
明
智
光
秀
が
駆
け
巡
っ
た
歴
史
と
水
の
町

安
土 

水
辺
と
歴
史
の

　
　
　
　
　  

ま
ち
巡
り

JR安土駅
※駅周辺には数カ所の有料駐車場があります。

ここバエ

ポイント！！
ここバエ

ポイント！！
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地
元
住
民
の
憩
い
の
場

「
北
川
湧
水
」

　
室
町
時
代
、
常

楽
寺
港
と
し
て
栄

え
て
い
た
こ
の
界

隈
に
は
数
多
く
の

湧
水
が
湧
き
出
し

て
い
ま
す
。
北
川
湧
水
は
、
い
ま
も
町
内
の

生
活
水
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
円
満
地

蔵
尊
の
横
か
ら
湧
き
出
て
い
て
、
足
湯
な
ら

ぬ
足
涌
（
あ
し
ゆ
）
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、

地
元
住
民
の
憩
い
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

港
町
の
面
影
を
た
た
え
る

「
常
浜
水
辺
公
園
」

　
常
浜
は
、
室
町

時
代
に
観
音
寺
城

の
外
港
で
港
町
と

し
て
栄
え
、
明
治

初
期
ま
で
は
琵
琶

湖
を
周
航
す
る
蒸

気
船
の
寄
港
地
と

し
て
活
気
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
、
公
園
と
し
て
親
し
ま
れ
て
お
り
、

「
常
の
浜
さ
く
ら
ま
つ
り
」
で
は
日
時
限
定

の
「
花
見
舟
」
も
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

信
長
が
愛
し
た
茶
の
湯
の
水
源

「
梅
の
川
」

　
織
田
信
長
の
家
臣
、
武
井
夕
庵
が
こ
の
水

で
茶
を
点
て
信
長
に
献
上
し
た
と
こ
ろ
、
た

い
そ
う
気
に
入
り
、
茶
会
で
用
い
る
よ
う
に

な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

信
長
が
再
興
し
た
伊
賀
と
近
江
の

浄
土
宗
総
本
山「
浄
厳
院
」

　
1
5
7
9
年（
天
正

7
年
）
に
行
わ
れ
た

浄
土
宗
と
日
蓮
宗
に

よ
る
安
土
問
答
で
浄

土
宗
が
勝
利
。
そ
の

喜
び
を
威
勢
よ
く
唱

え
た
「
か
ち
ど
き
念

仏
」
は
浄
厳
院
独
特

の
も
の
と
し
て
今
に

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
沙
沙
貴
神
社
」

　
近
江
源
氏
佐
々
木
氏
発
祥
の
地
と
し
て
全

国
の
佐
々
木
さ
ん
、
ま
た
そ
の
流
れ
を
汲
む

姓
を
持
つ
方
々
か
ら
現
在
で
も
篤
い
信
仰
を

集
め
る
神
社
で
す
。
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
で
あ

る
「
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
（
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
）」

は
伊
勢
神
宮
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
花
は

粉
雪
が
降
り
積
も
っ
た
よ
う
に
白
く
美
し
く
、

例
年
５
月
中
旬
に
満
開
の
時
を
迎
え
ま
す
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
初
期
の

貴
重
な
作
品「
旧
伊
庭
家
住
宅
」

　
１
９
１
３
年
（
大

正
２
年
）、
旧
住
友
財

閥
の
総
理
事
で
あ
る

伊
庭
貞
剛
が
、
四
男

の
伊
庭
慎
吉
（
沙
沙

貴
神
社
神
主
、
安
土

村
長
な
ど
を
歴
任
）

の
た
め
に
つ
く
ら
せ

た
邸
宅
で
す
。

人
と
文
化
、歴
史
の
交
流
す
る
場
所

安
土
文
芸
の
郷
と
安
土
城
天
主 

信
長
の
館

　「
文
芸
の
郷
」は
１
９
９
４
年
（
平
成
６

年
）、安
土
桃
山
時
代
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の

文
化
交
流
拠
点
と
な
っ
た
国
際
都
市
、安
土

の
象
徴
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　
復
元
さ
れ
た
安
土
城
天
主
を
展
示
し
て

い
る
信
長
の
館
を
は
じ
め
、バ
ロ
ッ
ク
調
の

音
楽
ホ
ー
ル
と
し
て
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
も

備
え
る
文
芸
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
、総
合
体
育
館
や

多
目
的
ホ
ー
ル
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

交
流
に
活
用
さ
れ
る
あ
づ
ち
マ
リ
エ
ー
ト
、

旬
の
味
覚
を
楽
し
め
る
文
芸
の
郷
レ
ス
ト

ラ
ン
、ま
た
隣
接
す
る
近
江
風
土
記
の
丘
に

は
、城
郭
な
ど
を
テ
ー
マ
と
す
る
滋
賀
県
立

安
土
城
考
古
博
物
館
も
あ
り
ま
す
。安
土
の

歴
史
と
文
化
に
出
会
え
る
場
所
で
す
。

蘇
っ
た
平
成
の
名
城

「
安
土
城
天
主 

信
長
の
館
」

　
文
芸
の
郷
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
一
角

を
な
す
の
が「
安
土
城
天
主 

信
長
の
館
」。

館
内
に
は
、ス
ペ
イ
ン
セ
ビ
リ
ア
万
国
博

覧
会
に
お
け
る
日
本
館
の
メ
イ
ン
展
示

物
と
し
て
復
元
さ
れ
た
安
土
城
天
主
最

上
部
二
層
が
会
期
終
了
後
に
移
築
さ
れ
、

一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
セ
ビ
リ
ア
万
国
博
覧
会
で
は
再
現
さ

れ
な
か
っ
た
金
箔
瓦
を
葺
い
た
ひ
さ
し

屋
根
や
天
人
の
絵
が
描
か
れ
た
５
階
の

天
井
、ま
た
、金
の
鯱
を
の
せ
た
大
屋
根

も
復
元
、展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

並んで座れる足涌常浜水辺公園

旧伊庭家住宅 入母屋造の楼門

ここバエ

ポイント！！
ここバエ

ポイント！！

旧安土町が国際交流を行った
都市の紋章が配されている日時計

滋賀県立安土城考古博物館 文芸セミナリヨ

ここバエ

ポイント！！
ここバエ

ポイント！！

ここバエ

ポイント！！
ここバエ

ポイント！！

安土城天主 信長の館

開館状況につきましては、各施設にお問い合わせください。
【入館料】安土城天主信長の館　大人600（500）円・学　生350（250）円・小　人170（120）円
　　　　安土城考古博物館　　大人900（690）円・高大生640（470）円・小中生420（310）円・県内65歳以上の高齢者460（350）円
　　　　※安土城考古博物館特別展については別に定める額が必要　※（　）内は両館とも20名以上の団体料金




